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Ⅰ 豊島区子ども・若者総合計画について 

１ 概要 

【計画策定の背景・目的】 

子ども・若者支援策を総合的に展開するため、平成 31 年度までを計画期間とする「豊島区子

どもプラン（子ども・子育て支援事業計画を含む）」及び「豊島区子ども・若者計画」の改定を契

機に、２つの計画を統合し、「豊島区子ども・若者未来応援あり方検討会報告書」の観点を包含

するとともに、新たに「子どもの権利推進計画」を盛り込んで、子ども・若者に関する総合計画を策

定しました。 

 

【計画の位置付け】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画期間】 

令和２（2020）年度から令和６（2024）年度までの５年間 

 

【計画の対象】 

子ども・若者や妊娠期の方、子育て家庭を対象とします。計画の対象となる子ども・若者は原則

として０歳から 30 歳までとし、一部の施策は概ね 39 歳までとします。 
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【計画の基本理念】 

 

 

 

 

 

 【基本的な考え方】 

計画の基本理念を実現するために、現状と課題を踏まえて、以下の５つの考え方で施策を推進

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

すべての子ども・若者の権利が保障され 

豊かな文化の中で自分らしく成⾧できるまちづくり 
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２ 施策の体系 
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３ 実施状況の検証 

計画の推進にあたっては、PDCA サイクルに基づき、以下のように子ども・若者や子育て家庭の視

点に立った取組みが行われているか検証を行い、施策の推進や改善に繋げていきます。 

 

【計画全体について】 

庁内関係部署で組織する「子どもの施策調整会議」や、区民や地域団体等の幅広い関係者

で構成される「青少年問題協議会」において、子ども若者課が事業主管課に対して行う「実施状

況調査」に基づき、計画の「重点事業」の目標達成状況を中心に点検・評価を行います。 

その結果については、「青少年問題協議会」が本冊子（5 ページ目以降）に取りまとめ、区ホー

ムページ等を通じて広く区民に公表していきます。 

 

【子どもの権利の観点からの施策の検証・推進について】 

「子どもの権利委員会」が点検・評価を行います。 

 

【「第二期子ども・子育て支援事業計画」について】 

「子ども・子育て会議」が点検・評価を行います。 
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Ⅱ 令和２年度実施状況 

１ 全体の状況 

３ページ目記載のとおり、計画では「目標」ごとに「取組の方向性」を記載しています。「取組の方

向性」にはそれぞれ「計画の進捗を測る指標」を設定しており、当該指標を向上させるための取組と

して「具体的取組」を記載しています。 

「重点事業」と「計画事業」は、それぞれの「具体的取組」に関連する事業として計画に掲載され

た事業であり、特に「重点事業」は予め事業ごとに事業目標や目標値を設定し、その達成状況を

点検していくことを目的に設定されたものです。これらの事業を推進することで、「具体的取組」の目

標達成や「取組の方向性」の「計画の進捗を測る指標」の向上を図り、計画全体の目標達成を目

指します。 

また、「新規事業」は、本計画策定後に開始した事業など、計画に掲載されていない子ども・若

者や子育て家庭に関係する事業であり、令和２年度は１事業が該当しました。 

 

各事業における主管課評価の状況は以下のとおりです。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 

重点事業 6 27 6  39 

計画事業 51 187 26 11 275 

新規事業 0 1 0 0 1 

全事業 
57 

(18.1%) 

215 

(68.3%) 

32 

(10.2%) 

11 

(3.5%) 

315 

(100%) 

※再掲事業を含む。 

※計画策定後、終了となった４事業（いずれも計画事業）を除く。 

※構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても 100 にならない場合がある。 

○主管課評価の説明 

A…目標に大きく資する取組ができた 

B…目標に資する取組ができた 

C…目標に資する取組が不十分であった 

D…未実施 

 

全体としては、Ａ及びＢでおよそ９割を占めており、事業の多くが目標に資する取組ができたとい

う評価となっています。 

一方、およそ１割の事業が C 及び D、すなわち、目標に資する取組が不十分又は未実施となっ

ています。新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響が主な要因ではありますが、計画全体

の目標達成に向け、更なる改善が必要です。 
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２ 体系別の状況（重点事業） 

計画に定められた重点事業ごとに、「実施状況調査」にて各事業主管課から報告のあった＜目

標値（令和６年度）の見直し＞及び＜実施状況＞を記載しています。 

これらを踏まえ、「青少年問題協議会」がその内容等について点検・評価を行い、重点事業ごと

に＜青少年問題協議会からの意見＞をまとめました。 

 

目標Ⅰ 子どもの権利を尊重し、自分らしい育ちを支援する 

（１）子どもの権利に関する理解促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

学習用パンフレットを

作成 

小学校 4～6 年生向けに学習用パ

ンフレットを作成した。 B 

令和 3 年度以降は子どもの権利条例周

知用パンフレットの内容を改訂する予定ほ

か、新たな普及啓発のツールについて検討

する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①1 回 

②0 回 

③0 回 

職員研修は小規模で開催、その他は

新型コロナウイルスにより、一堂に人数

を集めることを避けるため、実施せず。 
C 

令和 3 年度以降は新型コロナウイルス感染症対

策を考慮し、オンラインでの開催を視野に入れた

上で、まずは策定時の水準に戻し、状況を勘案

して、令和 6 年度の目標値を目指す。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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（２）子どもの意見表明・参加の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①４人 

②０件 

7 月～11 月にかけて全 6 回会議

を実施し、12 月に意見発表会を

開催した。会議は新型コロナウイル

ス感染拡大防止対策のため Web

会議形式で実施した。 

C 

子ども会議の参加者数向上のために、区立小中学校・

区内私立中学高等学校・区内都立高校の児童・生

徒向けに募集用チラシを配付し事業の広報・周知及び

参加者数の向上に努める。 

また、子どもたちの意見や想いを区の施策に繋げられる

よう、会議の初回に基本計画担当者から区の施策や

取組についての講演を実施する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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（３）子どもの居場所・活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 
①2,000 人 

②30,000 人 

ジャンプ東池袋大規模改修(R4 年 10 月～R6 年 1 月予定)が実施

されるため 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①1,649 人 

②18,762 人 

約 2 カ月の休館を経て SNS 配信の充実及び中高生の自

主的な活動を支え映像制作やイベントを実施。また問題を

抱える利用者増加に伴い早期発見・関係機関との連携し

対応している。 

B 
子どもの居場所・活動

の充実 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

302,177 人 

感染症対策のため、子どもスキップ一般利用については

休止した。8 月に「スキップの日」として各施設週 2 回程

度、一般利用者を受け入れた。（実績外となるが、計

画事業 No.16 校庭開放は通年実施。） 

C 

引続き感染症対策を講じ

つつ、段階的に一般利用

を再開していく。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①30,208 人 

②10 回 

池袋本町プレーパークは、緊急事態

宣言の影響で実施出来ない期間も

あったが、屋外で子どもが自由な発

想で自分らしく遊べる場所を提供し

た。出張プレーパークは保育園・スキ

ップで計１０回実施した。 

B 

感染対策を行いながら、引き続き、子どもた

ちの自由な発想で安心して遊べる場所を提

供する。外遊びが体験できる機会を増やせる

よう出張プレーパークを実施する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①6,077 人 

 （視聴人数） 

②3 回、128 人 

③1 回、35 人 

 （視聴人数） 

④26 回、623 人 

（一部オンライン） 

⑤20 園、549 人 

NPO 法人と協働し、未就学児向け

の保育園ワークショップや夏休み期間

に気軽にアートに触れ合うイベントを

開催した。コロナウイルス感染症拡大

防止のため、人数制限を設けたほ

か、オンライン配信などを行い、コロナ

禍でもできる限り子どもたちがアートに

触れ合う機会を提供した。 

B 

引き続き左記の取組みを通して、子ど

もたちにアート体験を提供する。またコ

ロナをきっかけに始めたオンライン配信な

どでは、これまで参加できなかった子ども

たちや保護者にも事業に参加するきっ

かけを提供できたため、引き続き、効果

的だった部分は継続していきたい。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①6 回 

②58 人 

新型コロナウイルス感染症の影響により、学

習会の大半が開催中止となった。 

ただ、一部の学習会では、月に 1 回お便り

を発行し、返信ハガキを同封することによ

り、ボランティアと子ども達の関係性の継続

に努めた。 

B 

新型コロナウイルス感染症が収束するまで

は、従来通りの方法で学習会を開催すること

は困難である。コロナ禍でも、ボランティアと子

どもたちの関係性が途切れることのないよう、

学習会のあり方の見直しや、定期的なお便り

の発行等、工夫して取り組みを行っていく。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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（４）子どもの権利侵害の防止及び相談・救済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 
①変更なし 

②40 回 
関係機関の関心も高く、既に目標値を達成しているため 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①1 回 

②30 回 

コロナ禍のため、ネットワーク研修は予定し

ていた 2 回を実施できなかった。出張講座

に関しては、人数や会場を調整し、密にな

らない環境で実施した。 

B 

引き続き、関係機関に児童虐待予防の取り

組みを周知し、虐待の早期発見、早期対応

につなげる。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 

 

 

 

 

 

  



- 15 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①小学校 82.2% 

中学校 96.8% 

②職層に応じ年３回

実施 

・心理検査を区立小学校 3 年生～区立中学校

３年生を対象に年 2 回実施 

・学識経験者、保護者、学校、地域、関係機関か

らなるいじめ防止対策委員会の開催 

・学識経験者、弁護士、心理士、福祉の専門知

識を有する者等で構成するいじめ調査委員会の

開催 

・教員研修の実施（5 回） 

・臨時休業明けに「校内心のケア委員会」を全校に

設置、アンケートに基づき教職員による全児童・

生徒との面談実施（３回） 

A 

・学校経営や学級経営の根

本として、年度当初から、

全教職員の共通の意識を

高め、いじめを、「しない さ

せない 見逃さない」体制づ

くりを推進する。 

・子どもスキップや家庭・地域

においても、学校と一体的

にいじめ対策を推進できる

体制づくりを推進する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 
①令和４年度中に開設 

②変更なし 

新型コロナウイルス感染症の影響で区の財政等に影響が生じており、

様々な事業にスケジュールの変更が発生しているため。 

  

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①設置に向けて検討 

②－ 

「子どもの権利委員会」を全 3 回

開催し、その中で「子どもの権利擁

護センター（仮称）」も含めた「子

どもの権利擁護制度」のあり方につ

いて検討した。 

C 

子どもの権利に関する施策検証の中で既

存事業の課題を整理しながら、子どもの権

利擁護のために既存事業の活用方法や連

携方法を検討していく。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 20 件 中高生の権利侵害に関わる相談への関心が高まっているため。 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

15 件 
ジャンプでの巡回相談や個別相談

を実施した。 B 
引き続き、ジャンプでの巡回相談、必要に

応じて個別相談を実施する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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目標Ⅱ 子どもを安心して産み育てるための支援を推進する 

（１）子どもや家庭への医療・健康支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 
①68% 

②74% 

①⾧期計画との整合性を図ったため。 

②コロナ禍により令和元年度・令和 2 年度の面接率は減少しており、

短期間での回復は難しい見込みのため。 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①84.8% 

②66.9% 

妊婦の「ゆりかご面接」、と産後の

「おめでとう面接」を実施。「ゆりかご

面接」においては、新型コロナウイル

ス感染症対策として、ゆりかご応援

グッズにタクシー移動に利用できる

金券１万円分を追加配付した。

「おめでとう面接」面接においては、

コロナ禍への対応として、電話での

受付を可能とし、対応期間も概ね

1 歳 3 か月までに延⾧した。 

B 

「ゆりかご面接」と「おめでとう面接」を継続し

て実施し、切れ目のない支援の充実を図り

ます。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①87.5% 

②94.3% 

新型コロナウイルス感染症対策の

ため保健所での集団健診を中止・

延期したことに伴い、３～４か月

児健診については区内契約医療

機関での個別健診を５月から９

月まで実施、３歳児健診について

は６月７月の集団健診の回数を

追加した。 

B 
引き続き、乳幼児の健康な育ちを支える各

種事業を推進する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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（２）子育て家庭への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①23.992 人 

②771 世帯 

開館の日程、利用可能の事業に

ついて、随時ホームページや SNS

で発信した。 
B 

引き続きセンター事業の周知を推進し、利

用につなげる。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

94,774 人 

各区民ひろばで館内・共有物の消

毒など安全性を考慮して、子育て

世代向けの事業を実施した。ま

た、より多くの方が事業に参加でき

るよう事業実施回数を増やした。ミ

ニキッズセーフなど関係部署と連携

して子どもの安全に関する情報発

信を行った。 

B 

引き続き、安全性を考慮し、地域の乳幼

児の遊びの場及び保護者の相互交流の

場を提供していく。また、子育て世代に向け

た情報発信も行っていく。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①53％上昇 

②13 名 

③1 講座 

新型コロナウイルス感染症対策の

ため、実施件数は減少したが、オン

ラインでの講座等を実施し、コロナ

禍であっても、家庭教育の重要性

の啓発に努めた。 

B 

①オンラインで実施する。 

②オンライン講座への参加のハードルを下げ

るため、オンライン講座の受講の方法につい

ての講座をはじめ、コロナ禍でも学びの機会

を止めない工夫を行い、実施していく。 

③オンライン開催などコロナ禍での開催方

法を検討し、講座実施を支援する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①23.992 人 

②771 世帯 

開館の日程、利用可能の事業に

ついて、随時ホームページや SNS

で発信した。 
B 

引き続きセンター事業の周知を推進し、利

用につなげる。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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目標Ⅲ 子ども・若者に関わる施設において、充実した環境を整備する 

（１）幼児期から学童期の教育・保育サービスの充実 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 6,192 人 

令和 3 年 4 月から令和 5 年 4 月開設までを毎年 6 園整備としていた

が、整備計画を見直し、それぞれ、2 園、3 園、2 園と見直したことによ

る受入定員数の減。 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

4,829 人 

私立認可保育所を 5 園の新規開

設した結果、待機児童ゼロを達成

した 
A 

一部の地域においては保育需要を満たし

つつあるが、乳幼児人口が減少傾向となる

中で、地域における保育需要を見極めなが

ら、真に必要な地域に保育施設を整備し

ていく。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

1,050 人 

34 講座 延受講者数 1,050 人 

（この他、普通救命講習7回、延

111 人実施） 

コロナ禍の中、原則各施設 1 名で

実施、受講できない希望者には資

料を配布し自己学習を促した。 

B 

ソーシャルディスタンス確保のため、引き続き

広い会場の確保に努めるとともに、会場規

模に見合った定員で実施する。参加できな

い希望者には、研修資料を配布する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 

 

 

 

 

 

  



- 26 - 

（２）子どもの主体性を尊重した学校環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

0 校 
教育委員会と連携の上、実施に

向けて検討を行った。 C 

講師派遣や民間団体等の学習プログラム

などの子どもの権利を学ぶメニューを作成

し、モデル校で順次実施する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

ISS の取組…区内小

中学校 8 校 

人権尊重教育尊校発

表…中学校１校 

ＳＮＳ学校ルール…

中学校８校 

ISS 活動における安心安全な学

校づくりに向けた児童生徒の自主

的な取組を行った。 

人権尊重教育推進校において、

相互理解の取組を行った。 

各中学校でＳＮＳ学校ルールを

自主的に見直した。 

A 
引き続き、学校の日常的な活動を通して、

子供たちの自主的な取組を推進する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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（３）子ども・若者支援に関わる人への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①1 回 

②0 回 

③0 回  

職員研修は小規模で開催、その

他は新型コロナウイルスにより、一

堂に人数を集めることを避けるた

め、実施せず。 

C 

令和 3 年度以降は新型コロナウイルス感

染症対策を考慮し、オンラインでの開催を

視野に入れた上で、まずは策定時の水準

に戻し、状況を勘案して、令和 6 年度の目

標値を目指す。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①研修 3 回、相談21

日、巡回 12 校 

②30 校 

③2 校 

①学校問題に明るい弁護士を活

用し、トラブルへのアドバイス、面談

同席、教員研修を実施した。 

②全小・中学校にスクール・サポー

ト・スタッフを配置した。 

③新規事業として部活動指導員

を採用し、区内中学校２校に配

置した。 

B 

①スクール・ロイヤーに依頼する案件の基準

を設け、学校法律相談事業の充実・改善

を図る。 

②引き続き全小・中学校にスクール・サポー

ト・スタッフを配置する。 

③部活動指導員の活用を図りながら、地

域による部活動指導の実現へ向け事業の

検証・計画策定を行う。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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目標Ⅳ 若者の自立と社会参加を支援する 

（１）若者の自立支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

74 人 

新型コロナウイルス感染症まん延の

影響を受けながらも、リモートや同

意を得たアウトリーチなどで最低限

の活動を実施できた。 

A 

リモートによる合同セミナーやビデオトークな

どを駆使しながら、進路決定をサポートする

事業を展開する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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（２）若者の参加支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 
①70 人 

②1000 人 

③200 件 

ジャンプ東池袋大規模改修(R4 年 9 月～R6 年 1 月)が実施される

ため。 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①73 人 

②779 人 

③266 件 

高校を卒業した世代が、ボランティ

アとして活動できる機会を提供し

た。またコロナ禍に於いて不安・スト

レスを抱える若者の増加に伴い、

関係機関と連携し、相談対応の

実施に取り組んだ。 

B 居場所・活動の充実。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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目標Ⅴ それぞれの状況に応じ、子ども・若者及び家族を支援する 

（１）状況に応じた支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 84.0% 後期基本計画の目標値と一致させるため。 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

54.8% 

個別ケースに関わる検討会議を年

645回開催し、関係機関も含めて

必要な情報共有、役割分担をし

ながら、虐待対応に当たった。 

A 

引き続き、関係機関との連携を密にし、地

域のつながりの中で、虐待等要支援家庭

の見守り、支援を行っていく。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①4 回 

②19 家庭 

里親出張相談会及び養育家庭

体験発表会を実施。広報活動に

は専門的なノウハウを持つ NPO 団

体を活用。 

B 

引き続き社会的養育の基盤整備に向けた

取り組みを進めるとともに、児童相談所開

設後の専門機関との連携及び支援の在り

方についても検討する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①19 件 

②27 件 

コロナ禍のため来所相談、アウトリ

ーチが減少したが、登録者には電

話連絡を定期的に行った。ツイッタ

ー、インスタグラムなどで対象者に

届くよう工夫しながら情報発信を行

った。 

B 

18 歳までの不登校の相談は教育センター

でも行っているため、18 歳前から並走的支

援を行いながら切れ目なく引き継いでいけ

るよう、更に連携を強化する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 
①42 人 

②－ 
子どもとの接触機会が減少していることに鑑みた。 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①15 人 

②18 団体 20 教室 

新型コロナウイルス感染症がまん延

し、緊急事態宣言も発出されたこ

とにより、子どもとの接触機会が減

少してしまった。そのような状況にお

いても、リモートを使うなど工夫して

事業を実施した。 

B 

毎月の定例会はＺＯＯＭによる開催によ

り、情報共有の場を失わないようにし、教

育部との連携を行いながら効果的な学習

支援を実施する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

95.2% 

訪問・面接相談等を実施する中

で、それぞれの課題を把握し、必要

な情報提供や個々に応じて関係

機関に繋げるなどの支援を行った。 

B 

貧困の連鎖を防止するために、専門の支

援員がケースワーカーと連携して問題点を

把握し、それぞれに必要な支援や情報提

供等を行う。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

7,455 件 

ひとり親家庭のしおり、リーフレット

作成・配布、ホームページによる広

報。 

寄附金を利用した食糧支援をのべ

1,655 世帯におこなった。 

B 
引き続き相談対応に重点をおき、生活安

定に向けて支援につなげていく。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

4.556 件 

コロナ禍であったが、できる限り開所

し、指導や対応が切れることがない

よう事業を実施した。 
B 

引き続き、支援を必要とするお子さんとその

家族の相談に応じ、助言・指導を行うととも

に、関係機関との連携も行っていく。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 20 団体 目標の指標を、会議体の件数から連携団体数に変更したため。 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

18 団体 

学習院大学が事務局を務め、日

本語教室やＮＰＯ法人、外国に

ルーツを持つ区民等で構成する

「日本語ネットとしま」に３回参加

し、関連団体との各種情報共有、

連携強化に向けて話し合いを行っ

た。 

また、学習院大学と東京都市大

学と連携して、外国籍住民の実態

調査を実施した。 

B 

引き続き「日本語ネットとしま」に参加

し、外国籍等区民に対する地域全体

の理解を深めていくとともに、新たなコミ

ュニティとの連携を進めていく。 

また、令和２年度に実施した実態調

査の結果を分析し、区の施策への反

映を検討する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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（２）相談体制の充実と情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

①144 人 

②本人からの相談件

数が家族からの相談

件数を上回った。 

情報提供としてアシスとしまカードを

公立小中学校の卒業時に配付

し、区の公式ツイッターへの投稿な

ど行った。意識啓発として、出前講

座や中高生センターへの出張相談

により相談へのハードルを下げる活

動を行った。 

B 

予防的支援の取組みを更に進める。公立

高校や通信制高校で出前講座を実施し、

公立小中学校では児童生徒に貸与してい

るタブレットパソコンからアシスとしまへ直接

相談できる仕組みを作り、気軽に相談体

験をすることで、将来の重症化予防に努め

る。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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目標Ⅵ 子ども・若者の健やかな成⾧を地域全体で支援する 

（１）地域の力の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 200 人 
協議会設置要綱にある地域関係機関数は約 60 団体であり、地域の

ネットワーク構築を目的としているため。 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

44 人 

コロナ禍のため人数制限し「講演

会」を実施した。支援者を対象とし

た「会議」は WEB と会場で実施

し、パネルディスカッションとグループ

ワークで意見交換を行った。 

B 

講演会に替えとしまテレビの情報番組を活

用し広く情報を提供する。会議については

２年度同様に WEB と会場で実施する。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

必要 75 社 
コロナ禍により区内中小企業の経営状況が厳しく、ワーク・ライフ・バラン

ス認定申請が難しい状況であったため。 

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

55 社 

令和 2 年 8 月～10 月まで認定

申請を受付。11 月にヒアリング審

査を行い、12 月に認定審査会を

開催し、認定企業を決定。令和 3

年 1 月に認定書授与を行った。 

C 

としま WLB ネットワークミーティングを感染

症対策実施の上で開催。産業団体や介

護保険課とも連携し、認定制度のさらなる

周知を図る。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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（２）安全・安心な社会環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

41 件 

福祉分野との連携強化のため、事

業の所管を令和 3 年度より保健

福祉部に移管した。 
B 

ホームページ、子育て情報ハンドブックでの

周知を行う。 

豊島区居住支援協議会等の関係団体を

通じた周知を図り、継続して事業を実施す

る。 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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（３）子ども・若者が文化や芸術に親しむことのできるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標値（令和６年度）の見直し＞ 
要否 見直し後の目標値 見直しの理由 

不要   

 

＜実施状況＞ 
令和 2 年度 令和３年度以降の 

取組の方向性 実績 取組内容 主管課評価 

69,717 人 

令和 2 年 7 月 7 日開館 

「開館記念企画展 漫画少年とト

キワ荘」 令和 2 年 7 月 7 日～9

月 30 日 

「トキワ荘のアニキ 寺田ヒロオ展」 

令和 2 年 10 月 30 日～令和 3

年 3 月 28 日 

A 年 3 回 特別企画展開催 

 

＜青少年問題協議会からの意見＞ 

事業ごとに２～３行くらいでまとめる。 
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３ まとめ 

青少年問題協議会として全体の総評を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊島区子ども・若者総合計画（令和２～６年度） 

令和２年度実施状況 

令和〇年〇月 

 

編集:豊島区青少年問題協議会 

発行:豊島区子ども家庭部子ども若者課 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


